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ベ
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送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
破
た
ん
と
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

フ
ラ
ン
ス
原
子
力
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
及
び
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
個
別
の
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
原
子
力
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
及
び
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
の
関
係
も
あ
り
、
差
し
控
え
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
に
署
名
し
た
「
日
本
・
フ
ラ
ン
ス
間
の
高
速
炉
開
発
協
力
に
関
す
る
一
般
取
り
決
め
」
の
下
で

現
在
も
高
速
炉
開
発
協
力
を
継
続
し
て
お
り
、
「
「
日
仏
間
で
の
高
速
炉
開
発
協
力
」
は
終
了
し
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た

ら
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
高
速
炉
開
発
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
の
決
定
に
基

づ
き
、
高
速
炉
開
発
の
基
本
的
な
方
針
と
具
体
的
な
取
組
を
検
討
し
、
関
係
者
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け
る
高

速
炉
開
発
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
高
速
炉
開
発
会
議
戦
略
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー



 

２ 

 

プ
」
に
つ
い
て
は
、
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
」
（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
に
基
づ

き
、
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
向
け
た
実
務
レ
ベ
ル
の
検
討
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
計

画
の
凍
結
」
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
高
速
炉
開

発
会
議
戦
略
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
最
後
に
開
催
し
た
の
は
平
成
三
十
年
十
二
月
十
八
日
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
て
お
り
、
「
「
戦

略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
策
定
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
高
速
炉
関
連
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

な
お
、
「
高
速
炉
開
発
の
方
針
」
に
基
づ
き
策
定
し
た
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
下
、
高
速
炉
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。 

七
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
経
済
合
理
性
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
各
電
源
の
発
電
コ
ス
ト
に
つ
い
て



 

３ 

 

は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
に
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
小
委
員
会
発

電
コ
ス
ト
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
に
お
い
て
試
算
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
中
で
、
原
子
力
発
電
の
発
電
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
十
・
一
円
以
上
と
試
算
し
て
お
り
、

こ
れ
は
再
処
理
費
用
を
含
む
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
費
用
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り
一
・
五
円
）
等
を
算
入
し
た
も
の
で
あ

る
。 

七
の
２
に
つ
い
て 

 
 

資
源
の
有
効
利
用
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
減
容
化
・
有
害
度
低
減
等
の
観
点
か
ら
、
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、

回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
基
本
的
方
針
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

使
用
済
燃
料
に
つ
い
て
は
、
再
処
理
に
伴
い
使
用
済
燃
料
か
ら
核
燃
料
物
質
そ
の
他
の
有
用
物
質
を
分
離
し
た
後
に
残
存

す
る
物
を
固
型
化
し
た
物
に
し
て
、
地
下
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
さ
の
地
層
に
お
い
て
、
人
間
の
生
活
環
境
か
ら
隔
離
し

て
安
全
に
最
終
処
分
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
寿
都
町
及
び
そ
の
町
民
に
対
す
る
説
明
を
行
っ
て



 

４ 

 

い
く
考
え
で
あ
る
。 


